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時
は
平
成
元
年
今
か
ら
約
30
年
前
、
携
帯

電
話
な
ど
無
か
っ
た
頃
に
は
、
待
ち
合
わ
せ

の
時
に
相
手
が
10
分
、
20
分
、
30
分
経
っ
て

も
現
れ
な
い
と
、
何
か

あ
っ
た
の
で
は
と
心
配

し
た
も
の
で
し
た
。
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
フ
ィ

ル
ム
カ
メ
ラ
の
販
売
台

数
を
逆
転
し
た
の
は

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）。
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
の
頃
に
は
、
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
で
記
録
し

た
一
枚
一
枚
の
写
真
が
と
て
も
愛
お
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
時
を
経
て
今
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
速
度
は
１
０
０
Ｍ

ｂ
ｐ
ｓ
が
当
た
り
前
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必
要
な
情
報
が

手
に
入
り
、
簡
単
に
人
と
人
と
が
繋
が
り
ま

す
が
、
情
報
も
人
も
目
の
前
を
素
通
り
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
て
「
失
わ
れ
た
30

年
」
と
呼
ば
れ
た
平
成
と
い
う
時
代
で
し
た

が
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
５
月
１
日
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
技
術
は
進
歩
し
、
私
た
ち

の
生
活
は
想
像
で
き
な
い
速
さ
で
変
化
し
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、「
も
う
こ
の

あ
た
り
で
い
い
の
で
は
・
・
・
」
と
い
う
の

が
本
音
で
す
。
春
に
は
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
、

田
植
え
が
始
ま
り
、
秋
に
は
収
穫
を
迎
え
、

渡
り
鳥
が
飛
ん
で
く
る
。
変
わ
ら
な
い
で
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
、
理

屈
抜
き
で
人
や
物
を
愛
し
い
と
深
く
思
う
こ

と
、
そ
ん
な
こ
と
が
大
切
に
さ
れ
る
「
令
和
」

と
い
う
時
代
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

今年は暑かった！
第 23 回奉納剣道大会 

（大浦神社春季例祭） 
神

し

ん　

鈴
れ

い

　５月５日の大浦神社春季例祭において、第 23回奉納剣道大会が開催されました。　
初夏の境内には雲一つない晴天が広がり、青葉の香りを含んだ薫風が清々しく境内を
吹き抜けていましたが、今年は 5月とは思えぬ暑さの中での大会となりました。
　寄島・里庄・笠岡の小中学生約 60 名が各学年毎にトーナメント方式で競いあい、
優勝者には表彰状、金メダル、表彰盾が贈呈されました。小学校低学年、高学年、中
学生それぞれが一生懸命稽古に励んできた成果を存分に発揮し、間近に見ている大人
達も元気をもらいました。大神様も手に汗握る熱戦に興奮しながら微笑ましく応援し
てくださったことと思います。

年間 3 回発行（6 月初旬・9 月初旬・11 月下旬）

発 行 所
大浦神社

〒 714-0101
浅口市寄島町 7756
電話・ＦＡＸ
0865（54）2408

祝祭日には国旗

を掲げましょう

変
わ
ら
な
い
で
欲
し
い

宮
司　

小
川
暎て

る
お
き興
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奉
納
剣
道
大
会
成
績

ト
ピ
ッ
ク
ス 

　
　
　
　
　
12
月
～
5
月

　

令
和
元
年
５
月
５
日
、
大
浦
神
社
春
季
例

祭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
23
回
奉
納
剣
道

大
会
の
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

☆
２
年
生
以
下
の
部

優
勝　
　

佐
藤
允
陽　
　

準
優
勝　

牧
野
順
平　

☆
３
年
生
の
部

優
勝　
　

清
水
菜
々
乃　

準
優
勝　

守
屋
樹
里　

☆
４
年
生
の
部

優
勝　
　

藤
原
璃
空
斗　

３
位　

佐
藤
清
陽

準
優
勝　

岡
本
将
希　
　

３
位　

岡
邉
結
芽　
　

☆
５
年
生
の
部

優
勝　
　

笠
原
正
義　
　

３
位　

立
石
昊
奨　
　

準
優
勝　

坂
本
啓
人　
　

３
位　

岡
﨑
仁　
　

☆
６
年
生
の
部

優
勝　
　

三
宅
瑛
大　
　

３
位　

半
田
龍
鵬

準
優
勝　

三
宅
遥
陽　
　

3
位　

岡
邉
隼
颯　
　

☆
中
学
生
女
子
の
部

優
勝　
　

佐
藤
百
合
愛　

3
位　

森
元
喜
妃

準
優
勝　

牧
野
汐
里　
　

3
位　

小
川
玉
葉

☆
中
学
生
男
子
の
部

優
勝　
　

島
本
空　
　
　

３
位　

牧
野
哲
平

準
優
勝　

井
上
翔
天　
　

3
位　

佐
藤
智
陽

    

メ
デ
ィ
ア
掲
載
紹
介

毎
日
新
聞
　
平
成
31
年
３
月
19
日
朝
刊

●
国
の
登
録
有
形
文
化
財

　

1
9
9
6
年
（
平
成
8
年
）
の
文
化
財
保

護
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
文
化
財
登
録

制
度
に
基
づ
き
、
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録

さ
れ
た
有
形
文
化
財
の
こ
と
で
あ
る
。
登
録

対
象
は
当
初
は
建
造
物
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

2
0
0
4
年
（
平
成
16
年
）
の
文
化
財
保
護

法
改
正
に
よ
り
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財

も
登
録
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
登
録
物
件
は

近
代
（
明
治
以
降
）
に
建
造
・
製
作
さ
れ
た

も
の
が
主
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
も

登
録
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

●
登
録
制
度
創
設
の
背
景

　

1
9
9
6
年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
に
よ

り
、
従
来
の
文
化
財
「
指
定
」
制
度
に
加
え

て
、
文
化
財
「
登
録
」
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
以
降
の
日
本
に
お
い
て
は
、
急

激
な
都
市
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
近
世
末

期
や
近
代
以
降
の
多
種
多
様
な
建
造
物
が
、

そ
の
建
築
史
的
・
文
化
的
意
義
や
価
値
を
十

分
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
破
壊
さ
れ
る
事
例
が

相
次
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
反
省
に
立
ち
、
昭

和
40
年
代
頃
か
ら
、
近
世
の
民
家
建
築
、
近

代
の
洋
風
建
築
な
ど
が
国
の
重
要
文
化
財
や
、

地
方
公
共
団
体
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
例

が
漸
増
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
急
激
に
消

滅
し
つ
つ
あ
る
近
代
の
建
造
物
の
保
護
に
あ

た
っ
て
は
、
国
レ
ベ
ル
で
重
要
な
も
の
を
厳

選
す
る
重
要
文
化
財
指
定
制
度
の
み
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
よ
り
緩
や
か
な
規
制
の
も
と

で
、
幅
広
く
保
護
の
網
を
か
け
る
こ
と
の
必

要
性
が
議
論
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
重
要
文
化

財
指
定
制
度
を
補
う
も
の
と
し
て
創
設
さ
れ

た
の
が
、
文
化
財
登
録
制
度
で
あ
り
、
登
録

さ
れ
た
物
件
を
登
録
有
形
文
化
財
と
称
す
る
。
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平
成
30
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
５
月

31
日
の
期
間
に
左
記
の
ご
奉
納
ご
奉
仕
が
あ

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
七
五
三
詣
り
（
菊
花
）

　

中
浜
力

●
新
穀
感
謝
祭

　

高
藤
定
保　

中
浜
悦
治　

斉
藤
黎
子　

　

奥
田
俊
彦　

某
氏

　

敬
神
婦
人
会
（
奉
仕
）

●
大
注
連
縄
・
注
連
縄

　

大
室
満
治　

吉
田
徳
雄　

中
西
美
治

　

笠
原
堯　
　

大
浦
神
社
総
代　

　

敬
神
婦
人
会　

某
氏

●
紀
元
節
祭
（
建
国
記
念
祭
）

　

中
西
美
治　

斎
藤
黎
子　

奥
田
俊
彦　

●
春
季
例
祭

＊
清
掃
奉
仕

　

大
浦
神
社
敬
神
婦
人
会
（
約
25
名
）

＊
初
穂
等
奉
納
者
・
直
会
等
奉
仕
者

　

高
藤
定
保　

幸
田
京
子　

村
上
裕
美

　

斉
藤
黎
子　

奥
田
俊
彦　

日
本
会
議
浅
口　

　

頃
末
謙
治　

某
氏
４
名　

●
節
分
祭

＊
餅
つ
き
奉
仕
者

　

竹
本
康
紀　

山
本
勉　
　

三
宅
信
夫

奉
納
者
御
芳
名

　

高
藤
定
保　

中
浜
悦
治　

原
田
幸
正

　

今
城
光
史　

三
宅
寛
二　

荒
川
晃
行

　

大
室
照
明　

村
上
昌
志　

鈴
木
一
志　

　

大
室
清　
　

大
室
成
人　

大
島
弘
子　

　

中
西
達
尾　

赤
澤
真
弓　

坂
本
扶
佐
美

　

藤
井
美
津
恵　

月
次
祭
参
拝
者

＊
餅
・
餅
米
・
米
・
御
神
酒
・
巻
寿
司
・

　

菓
子　

奉
納
者

　

頃
末
英
克　

坂
本
眞
人　

赤
澤
芳
伸

　

村
上
裕
美　

西
嶋
勇　
　

小
野
和
昭

　

住
吉
力　
　

藤
井
敬
三　

笠
原
堯

　

荒
川
晃
行　

竹
本
幸
久　

小
笠
原
一
嘉

　

松
森
芳
子　

姫
井
一
太　

加
藤
ひ
ろ
み

　

村
上
弘
明　

岡
﨑
智
英　

原
田
登
志
一

　

荒
川
幸
子　

佐
藤
昇　
　

高
藤
和
子

　

髙
田
佳
幸　

今
城
光
史　

竹
本
康
紀

　

大
室
清　
　

鈴
木
一
志　

髙
田
義
雄

　

三
宅
信
夫　

三
宅
寛
二　

多
田
羅
ヤ
ヨ
イ

　

大
室
照
明　

鎌
田
務　
　

三
宅
計
太
朗

　

竹
本
照
美　

田
中
文
雄　

笠
岡
ス
ズ
キ
販
売　
　
　
　
　

　

今
井
幸
雄　

妹
尾
恵　
　

内
海
設
備

　

原
田
幸
正　

山
本
宏　
　

中
新
開
総
代

　

原
田
一
男　

原
田
征
和　

三
宅
春
正

　

大
室
壽　
　

作
田
雅
利　

小
野
悦
史

　

中
浜
悦
治　

大
室
進　
　

笠
原
国
樹

　

山
本
勉　
　

鈴
木
貴
子　

大
島
治
美

　

大
島
安
隆　

小
川
眞
廣　

古
宮
一
典

　

高
藤
定
保　

㈱
日
住　
　

有
岡
戸
司
明

　

丸
山
雅
弘　

中
務
治
之　

占
部
真
里
江

　

佐
藤
賢
次　

中
西
浩
典　

口
ノ
町
昭
子

　

中
尾
彰　
　

国
本
健
一　

宗
田
フ
ミ
エ

　

幸
田
京
子　

竹
本
裕
子　

多
田
羅
光
之　
　

　

某
氏
（
５
名
）

＊
菓
子
代
等
奉
納
者

　

大
島
設
治　

藤
井
教
雅　

斎
藤
黎
子

　

奥
田
俊
彦　

大
室
成
人　

岡
城
治
志

　

岡
田
武
志　

高
倉
久
美　

竹
内
栄

　

山
下
昌
志　

中
西
亨　
　

田
中
宏
明

　

神
垣
伸
文　

某
氏　
　

＊
裃
着
装
奉
仕
者

　

竹
内
栄　
　

高
倉
久
美　

笠
原
美
恵
子　
　
　

　

松
森
芳
子　

藤
井
美
津
恵

　

御
芳
名
の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、　

　

大
浦
神
社
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平成３０年度　大浦神社　一般会計決算書

平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

歳入の部 歳出の部 （単位：円）

科　　　　　目 本年度決算額 附　　　記 科　　　　　目 本年度決算額 附　　　記

Ⅰ幣帛料・社頭収入 6,356,678 Ⅰ神事費 3,647,165

　１神社庁幣 10,500 　１祭典費 847,462

　２神宮大麻報奨金 71,590 　２神饌・直会費 8,142

　３玉串料 2,378,870 　３祭具・授与品 2,791,561

　　（１）月次祭玉串料 55,200 Ⅱ指導奨励費 136,584

　　（２）祭典玉串料 592,000 大浦神社年間祭典玉串料 　１教化・教養費 136,584

　　（３）祈祷玉串料 1,731,670 年間社頭祈祷料 　２研修・旅費奨励費 0

　４授与品・おみくじ 2,884,073 　３各種補助金 0

　５賽銭 1,011,645 Ⅲ神社・社務所費 7,243,594

Ⅱ負担金・初穂料 2,975,000 　１管理費 471,394

　１氏子神社費 2,132,500 　　（１）営繕・修理費 71,535

  ２春・秋初穂料 842,500 　　（２）共済・保険費 399,859

Ⅲ兼務社玉串料 1,640,100 　２社務・事務所費 875,919

　　（１）大島中 405,000 　　（１）備品・消耗費 87,192

　　（２）西大島 247,000
　　（２）上下水道
         ・光熱費

560,438

　　（３）里庄 818,100 　　（３）通信・印刷費 228,289

　　（４）柴木 70,000 　３会議費 1,231

　　（５）鴨方 100,000 　４慶弔費 0

Ⅳ雑外祭 121,000 　５給料（４人分） 5,895,050
宮司・禰宜・
権禰宜・巫女

Ⅴ寄付金 150,000 Ⅳ負担・積立・返済 367,308

Ⅵ諸収入 125,021 　１負担寄付金 167,308

　１使用料 125,000 　２特別会計繰入金 200,000

　２利息 21 　３借入金返済 0

Ⅶ前期繰越金 815,916 Ⅴ諸雑費 0

Ⅵ予備金 0

Ⅶ次期繰越金 789,064

合　　　　計 12,183,715 合　　　　計 12,183,715
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御
祈
祷
出
張
祭
ご
案
内

～ 

社
頭
祈
祷 

～

７
千
円

家
内
安
全　

年
祝
厄
除

百
日
詣
り　

初
宮
詣
り

安
全
祈
願　

当
病
平
癒

学
業
成
就

５
千
円

交
通
安
全　

七
五
三

～ 

出
張
祭 

～

３
万
円

地
鎮
祭　
　

上
棟
祭

起
工
式　
　

家
移
清
祓

大浦神社公式ホームページ
http://www.kcv.ne.jp/~ooura-j/

大浦神社 Facebook ページ
https://www.facebook.com/oourajinjya

夏

越

大

祓

祭

　

ご

案

内

　

み
な
月
の
夏な

ご

し越
の
祓
す
る
人
は

　
　
　

千
年
の
命
延
ぶ
と
云
う
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
大
祓
神
事
」
は
、
６
月
と
12
月
の
末
日
に

全
国
の
神
社
で
一
斉
に
行
わ
れ
る
古
式
ゆ
か

し
き
伝
統
的
な
神
事
で
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
し
た
罪
や
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
、
清

く
正
し
く
明
る
い
人
間
生
来
の
姿
に
立
ち
返

る
こ
と
を
祈
っ
て
行
う「
祓
え
」の
神
事
で
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
清
々
し
い
気

持
ち
で
夏
を
お
迎
え
下
さ
い
。

●
日
時
、
平
成
30
年
６
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時　
　
　

●
場
所
、
大
浦
神
社
拝
殿
（
社
務
の
都
合
に

よ
り
今
年
は
青
佐
鼻
海
岸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

天
皇
が
即
位
の
礼
の
後
初
め
て
行
う

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
で
す
。
新
穀
を
天
照
大
御
神
を
は
じ

め
天て

ん
じ
ん
ち
ぎ

神
地
祇
に
奉
り
、
自
ら
も
食
す
祭
り
の

こ
と
で
、
天
皇
一
世
一
度
の
最
大
の
祭
り
で

す
。「
お
お
に
え
の
ま
つ
り
」「
お
お
む
べ
の

ま
つ
り
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

新
嘗
祭
は
毎
年
11
月
に
、
天
皇
が
行
う
収

穫
祭
で
、
そ
の
年
の
新
穀
を
天
皇
が
神
に
捧

投

稿

紹

介

　

流
木
に
添
ひ
て
咲
き
た
る
菜
の
花
の

　
　
　
　

群
生
の
輝
に
願
ひ
し
復
興

寄
島
の
母
50
才

　

皆
様
か
ら
様
々
な
声
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

俳
句　
　

短
歌　
　

川
柳　
　

写
真

　

ご
意
見
・
ご
感
想
・
お
知
ら
せ
等
々

神
道
Ｑ
＆
Ａ

天
皇
の
御
代
替
り
に
際

し
て
執
り
行
わ
れ
る
皇

位
継
承
の
諸
儀
式
の
う

ち
「
大

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」
に
つ
い

て
教
え
て
下
さ
い
。

げ
、
天
皇
自
ら
も
食
す
祭
儀
で
す
が
、
当
初

は
大
嘗
祭
と
は
こ
の
新
嘗
祭
の
別
名
で
し
た
。

し
か
し
後
に
、
即
位
後
初
め
て
の
新
嘗
祭
を

一
世
一
度
行
わ
れ
る
祭
と
し
て
、
大
規
模
に

執
り
行
う
こ
と
と
な
り
、
律
令
で
は
こ
れ
を

大
嘗
祭
と
よ
び
、
通
常
の
新
嘗
祭
と
区
別
し

た
の
で
す
。

　

大
嘗
祭
に
供
え
る
稲
を
出
す
斎
田
は
亀き

ぼ
く卜

と
い
う
亀
の
甲
羅
を
使
っ
た
占
い
に
よ
っ
て

選
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
斎
田
は
２
箇
所
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
「
悠ゆ

き紀
」「
主す

き基
」
と
呼
称
さ
れ
、

悠
紀
は
東
の
地
方
か
ら
、
主
基
は
西
の
地
方

か
ら
選
定
さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
。
悠
紀
、

主
基
の
順
に
明
治
以
降
の
斎
田
を
見
て
み
る

と
、
明
治
で
は
山
梨
県
と
千
葉
県
。
大
正
で

は
愛
知
県
と
香
川
県
。
昭
和
で
は
滋
賀
県
と

福
岡
県
。
平
成
で
は
秋
田
県
と
大
分
県
。
そ

し
て
令
和
元
年
11
月
の
大
嘗
祭
で
は
栃
木
県

と
京
都
府
に
決
ま
り
ま
し
た
。


